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第1章　国際交流

国際交流のあゆみ

本学では，教育研究に係る国際交流を推進するため，平成5年7月20日に国際交流委員会を設置し，国際

交流に関する重要事項について審議する委員会として活動を開始した。本妻貞会では，学術交流協定や留学

生受入れに関する基本方針など，本学の国際交流に関する事柄を審議，検討してきた。また，大学における

英語教育の充実を図るとともに国際交流事務を一元的に処理する機関として学内措置により，平成11年4月

1日付けでインターナショナルセンターを設置し，国際交流の一層の発展に努めている。

研究者交流

本学では，国際的な学術研究活動の強化を図るため，文部科学省や日本学術振興会の制度などを活用し，欧

米・アジアを中心とした研究者交流や国際シンポジウムの開催等，先端科学技術分野の学術国際交流を積極

的に展開している。

なお，過去の交流状況は以下のとおりである。

研究者交流状況
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国際シンポジウム

本学では，各分野において数多くの教官が世界各国で開かれる国際シンポジウムに参加している。また同

時に本学主催の国際シンポジウムを開催し，研究活動を海外に広く発信するとともに学術交流や研究の進展

に貢献している。創立以来，平成12年度末までに開催したシンポジウムはのベ22件におよんでいる。
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第8固定性推廿国際ワークショップ　　　　　　　　奈良県新公会堂　　　　　平成6年6月7日～10日　　情報科学研究科

植物の器官形成の遺伝制御システム

先ヰデータベース技術とその統合に開する国際シンポジウム　奈良県新公会堂　　　　平成6年10月26日～28日　情報科学研究科

lEEEアジア・テスト・シンポジウム94

先犠図書館四幣シンポジウム

「21世紀の図書館像を語るJ

器官・形態形成と細胞間シグナルの生物学

発生と分化の分子機構
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年
度

且奈良県新公会堂　　　　　平成6年11月15日～17日　情報科学研究科奈良先犠利ず技術大和大学ヰ年糊　卜脚研究科

鮎先端科学嶺儒大学院大学ヰ柳…日lバイオサイエンス研究科

奈良先ヰ科学技葡大学院大学ヰバイオサイエンス研究科

削サイエンスプラザ本年憫…日l榊柳撤ンクー

奈良県新公会堂　　　　　平成8年12月4日　　　　　情報科学研究科
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筑波大学

奈良先端科学技術大学院大学　平成9年11月5日
アルパ一夕大学

先犠科学技術研究蠣董センター
平成9年度衛星・四陣シンポジウム

9　　「アジアとの産官学連携システム」
年
よ　nernatkrtaJSyn・POSkJmnDkrtaJMediahfcmtknBase

（ディジタルメディア情報ペースに開する国際シンポジウム）

筈「空芝聖芸諾姦彗芸言語㌘バイオテクノロジ‾は
鹿
ナノ・バイオテクノロジーに開する四幣シンポジウム

blternat油Syn，pOShonHghPerfmeC輌
11（ホ性能計算に開する国際シンポジウム）
年
度　DyrWofRepk：aticnardExEWeSSb10fGm

（ゲノムの複製と発現のダイナミズム）

NAIST／JCSenbMdecLJarA脚OaChes

toPtaTTtPhysbbgyardBbtecrY℃bgy

NAIST／U．MhesotaJonSyTTtX）SLm

rbvelPkntard鳩J血e＄OfEnv－mtaJBbtecrTdgy

芸：慧；慧ご慧慧㌫慧蕊”
NA6T四＃シンポジウム「表面t子・原子現■」

NÅ】STWor＊d・KDCnlTweticaJA脚・OaCrYStOufe

ardhtdgeme

奈良県新公会堂　　　　平成9年11月26日～28日　情報科学研究科

醐新公会堂l榔年朋則ヰバイオサイエンス研究科

奈良県新公会堂能糾レ小物醐科学研究科

けいはんなプラザ　本年ヰ憫科学脚

軸棚棚大中ト刷日lバイオサイエンス研究科

イギリス（ノリッジ）ヰバイオサイエンス研究科

奈良先犠科学嶺葡大学院大学本年＝月即日lバイオサイエンス脚

鮎鼎酬院大学ヰ棚脚研究科

鮎脚腑大棚斥相月馴6日」棚脚学研究科

奈良先特科攣技術大学院大学　平成13年3月30日　　　　情報科学研究科
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留学生交流

○留学生の受入れ

平成5年に留学生を受入れて以来，平成13年3月31日現在42名，のベ79名の留学生を受入れてきた。

留学生の出身国としては，中国，インドネシア，マレーシア，韓国，タイ等の順に多く，アジア地域からの留

学生が多数を占めている。

年々留学生数は増加する傾向にあり，それに伴い留学生支援体制も徐々に充実させてきた。従来から行っ

ていた留学生実地見学旅行，外国人留学生懇話会等に加え，インターナショナルセンター設置後は，新入生

に対するオリエンテーション，在学生との交流会，在留資格延長申請及び資格外活動許可申請の取次ぎ業務，

帰国留学生名簿の作成，留学生等後援会の設立など新たな事業を展開している。

また，平成13年9月には留学生受入れに関する基本方針を策定し，支援の充実，留学生受入体制整備を進

めつつある。

年度別留学生在籍状況
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学生の海外派遣

本学では，平成13年度に学術交流協定に基づく短期留学生として，フィンランドオウル大学に学生を派遣

している。その他にも，若手研究者の育成という観点から，奈良先端科学技術大学院大学支援財団の支援

を受け，本学学生の海外派遣の機会を設けている。この制度により，平成9年度に8名，10年度に24名，

11年度に37名，12年度に36名の学生を派遣した。

学術交流協定に基づく交流

平成6年のアメリカ合衆国ミネソタ大学との学術交流協定を皮切りに，平成13年3月末現在，16校と協

定を結んでいる。協定校との間では，教職員及び学生の交流，共同研究，合同シンポジウムの開催などを実

施し，積極的な国際交流を展開している。また，平成12年度には初めて学術交流協定に基づく短期留学生を

受入れており，今後，さらにこうした学生交流が活発に行われることが予想される。

学術交流協定校一覧

大　　　学　　　名　　　　　　　　　　締結年月日

メリーランド大学カレッジパーク校計井機・数理・物理科学部　　平成6年8月1日

部　局　名　一国　打

㈹科学研究科　lァメリ項

憫科学研究科　｛

［二亘亘］

［垂垂二］

メリーランド大学カレッジパーク校工学部

ミネソタ大学バイオプロセス工学研究科

韓国生命工学研究所

ニューサウスウェールズ大学高度実践ソフトウェア研究センター

青島大学情報工学部、情報ネットワークセンター、図書館

高震大学校生命工学院

マコーリ大学高度システム工学共同研究センター

モンゴルエ科大学コンピュータ科学・経営学部

ヴィエトナム国立大学ハノイ校技術学部

オーストラリア国立大学情報工学研究科

カイザースローターン大学計算機科学部

平成6年9月30日

平成9年2月19日

平成9年9月1日

平成10年2月4日

平成10年3月17日

平成10年3月20日

平成10年3月25日

平成10年8月29日

平成10年11月30日

平成11年3月16日

平成12年1月1日

平成12年2月10日

平成12年8月14日

バイオサイエンス研究科

バイオサイエンス研究科

良子トラリア11

蒜蒜ンター一読「情報科学

バイオサイエンス研究科 ［二重垂］
憫科学研究科　r…トラリアl

憫科学研究科　lモンゴルl
≡
什報科学研究科

情報科学研究科

憫科学研究科　トタイlチュラロンコン大学工学部

㈹科学研究科　トンラ項オウル大学群部情報処理制学科

㈹科学研究科　l…トラリアl クィーンズランド大学計算機科学・電気工学スクール　　　　　平成13年3月1日

物珊成科学研究科　ヰ韓国科学技術院物賞理工学科　　　　　　平成13年3月9日

計　　　F　用件・l

その他

本学では海外向け広報及び情報提供を目的として，英文ガイドブックをはじめとする，外国人研究者・留

学生のための生活情報誌，入学案内など数多くの英文による印刷物を発行している。また，海外からも手軽

に本学の情報を入手できるよう，留学生向けのホームページを作るなど，英語のHPの充実にも努めてきた。
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